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 Ⅰ
 は
じ
め
に

　
令
和
７
年
第
１
回
初
山
別
村
議
会

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
村
政
執

行
に
関
す
る
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
国
際
情
勢
が
混
沌
と
す
る
中
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
安
全
保
障
に
加

え
、
世
界
各
国
で
多
発
化
す
る
自
然

災
害
な
ど
、
国
際
社
会
に
お
い
て
の

総
力
を
挙
げ
た
対
策
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
国
や
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
な
ど
に
伴
い
様
々
な
課
題

を
抱
え
、
社
会
の
背
景
が
大
き
く
変

化
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
規
模
で
あ
る
こ
と
の
優
位
性
を

活
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
考
え
方
や

仕
組
み
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た

な
「
気
づ
き
や
発
想
」
を
も
っ
て
、

時
代
に
適
応
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅱ
 村
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
将
来
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

を
目
指
し
、「
活
力
あ
る
産
業
の
振

興
」、「
福
祉
の
向
上
と
暮
ら
し
の
安

心
・
安
全
」、「
教
育
の
振
興
充
実
」、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
を

基
本
方
針
の
柱
と
し
ま
す
。

　
第
８
期
初
山
別
村
総
合
振
興
計
画

や
初
山
別
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
基
軸
に
、
各
関
係

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
健

全
な
財
政
運
営
に
留
意
し
な
が
ら
、

求
め
ら
れ
る
施
策
を
一
つ
一
つ
丁
寧

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅲ
 主
要
施
策
の
展
開

一
　
活
力
あ
る
産
業
の
振
興

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
林

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
と
、
地
域

の
元
気
と
暮
ら
し
を
支
え
る
商
工
業

の
振
興
に
努
め
、
活
力
に
満
ち
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
急
激

な
円
安
に
よ
り
端
を
発
し
た
物
価
高

騰
は
、
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、

農
林
水
産
業
を
は
じ
め
、
多
く
の
事

業
者
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
皆

様
が
、
事
業
を
継
続
し
、
雇
用
を
維

持
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
必
要
に

応
じ
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
農
業
の
振
興

　
依
然
と
し
て
続
く
、
生
産
資
材
・

燃
料
・
飼
料
等
の
高
止
ま
り
に
よ
る

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
は
、
十
分
な
価

格
転
嫁
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
で
、

農
業
者
の
営
農
意
欲
の
低
下
に
加
え
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
離
農
農
家
の
増
加
、
水
田

活
用
率
の
低
下
や
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
豊
か
な

農
村
生
活
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、

新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
の
も
と
、
国
の
関
連
政
策
に
注

目
し
つ
つ
、
地
域
の
農
業
情
勢
を
的

確
に
把
握
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
次
の
取
組
を

着
実
に
進
め
ま
す
。

　
　
 水
稲
・
畑
作
の
振
興

（１）
　
良
質
米
や
高
品
質
な
作
物
の
生
産

の
た
め
、
適
切
な
輪
作
体
系
の
確
立
、

栽
培
技
術
の
向
上
等
、
将
来
を
見
据

え
た
産
地
形
成
に
向
け
た
取
組
と
、

生
産
性
の
向
上
、
労
働
力
不
足
の
解

消
を
図
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
と

し
て
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
及
び
自
動

操
舵
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
対
し
支
援

し
ま
す
。

　
通
年
で
の
新
た
な
農
業
経
営
ス
タ

イ
ル
に
取
り
組
む
初
山
別
村
冬
野
菜

研
究
生
産
組
合
に
対
し
、
安
定
的
な

生
産
体
制
と
流
通
体
系
の
構
築
を
目

指
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き

続
き
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
手

隠

令
和
７
年
度

村
政
執
行
方
針〈宮本　憲幸　村長〉



韻

数
料
助
成
を
継
続
し
、
中
心
的
担
い

手
へ
農
地
の
集
積
・
集
約
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

　
農
産
物
の
品
質
や
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
土
壌
分
析
に
よ
る
土

づ
く
り
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

各
種
制
度
資
金
利
子
補
給
を
継
続
し
、

農
家
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
　
　
稲
刈
り
写
真

　
　
酪
農
・
畜
産
の
振
興

（２）
　
燃
料
や
肥
料
・
飼
料
等
の
生
産
資

材
価
格
の
高
止
ま
り
や
畜
産
物
需
要

の
低
迷
な
ど
、
酪
農
・
畜
産
農
家
の

経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
持
続
可
能
な
経
営
が
展

開
で
き
る
よ
う
、
農
協
等
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、
対
応
す
る
と
と

も
に
、
生
乳
の
安
定
的
な
生
産
と
拡

大
の
実
現
に
向
け
た
対
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関

に
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
酪
農
経
営
者
の
労
働
環
境

改
善
を
図
る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
へ
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
農
業
・
農
村
整
備
事
業
の
推
進

（３）
　
農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
農
業
生

産
力
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の
維
持

と
意
欲
あ
る
農
業
者
が
、
農
業
を
継

続
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、

必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
中
山
間
地
域
農
業
農

村
総
合
整
備
事
業
調
査
計
画
候
補
地

区
で
あ
る
南
明
里
地
区
に
つ
い
て
、

令
和
９
年
度
事
業
採
択
に
向
け
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
事
業
実
施
計
画

の
策
定
を
取
り
進
め
る
と
と
も
に
、

後
年
度
実
施
希
望
地
区
に
つ
い
て
も

農
業
者
の
意
向
を
随
時
確
認
し
、
基

盤
整
備
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
、
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機

能
を
支
え
る
共
同
活
動
や
農
道
・
水

路
等
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る

共
同
活
動
に
つ
い
て
、
国
の
施
策
に

基
づ
き
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
　
農
水
産
物
加
工
試
験
研
究

（４）
　
農
水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
農
産
物
の
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
、
特
産
品
開
発
や

商
品
化
を
目
指
す
団
体
等
を
支
援
し
、

加
工
相
談
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
６
次
産
業
化
を

検
討
・
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
、
研

究
開
発
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
特
産
物
で
あ
る
ハ
ス
カ
ッ

プ
栽
培
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
の
栽
培
普
及
に
努
め

る
と
と
も
に
、
既
に
栽
培
し
て
い
る

方
々
へ
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
ハ
ス
カ
ッ
プ

２
　
漁
業
の
振
興

　
近
年
、
海
洋
環
境
の
変
化
や
漁
獲

量
の
減
少
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
伴
う
中
国
等
の
魚
介
類
の

輸
入
規
制
な
ど
、
水
産
業
が
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
中
、
水
産
資

源
が
適
切
に
管
理
さ
れ
、
持
続
的
な

利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
資
源
管
理

や
育
て
る
漁
業
を
促
進
し
ま
す
。

　
　
　
漁
港

　
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

持
続
的
漁
業
経
営
支
援
事
業
に
よ
る

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
漁
業

近
代
化
資
金
等
の
利
子
補
給
に
よ
り
、

漁
業
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
タ
テ
稚
貝
の
生
育
不
良

な
ど
海
洋
変
化
の
影
響
に
よ
る
漁
業

被
害
が
懸
念
さ
れ
、
被
害
を
受
け
た



吋

漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
新
設
さ

れ
た
海
洋
変
化
対
策
資
金
に
対
し
、

利
子
及
び
保
証
料
に
つ
い
て
支
援
し

ま
す
。

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
北
る
も

い
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
初
山

別
加
工
場
改
修
事
業
に
対
し
、
地
場

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
確
保
の
た

め
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
支
援
し
ま

す
。

　
漁
港
整
備
で
は
、
安
全
操
業
確
保

の
観
点
か
ら
、
航
路
・
泊
地
等
の
浚

渫
に
よ
る
漁
港
の
機
能
保
全
の
継
続

を
、
漁
業
者
の
意
向
を
十
分
に
反
映

し
た
整
備
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
関

係
機
関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
流
木
な
ど
の
漂
流
物
や
ト
ド
等
海

獣
類
に
よ
る
、
漁
業
被
害
対
策
の
一

層
の
推
進
を
、
国
・
道
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、
ナ
マ
コ
等
密
漁
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
を
密
に
し
て
、
密
漁
監
視
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

３
　
林
業
の
振
興

　
豊
か
な
森
林
を
、
し
っ
か
り
守
り

育
て
、
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
豊

か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
や
村
有
林

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
を
継
続
す

る
ほ
か
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
、
私
有
林
等
整
備
事
業
及
び
民

有
林
造
林
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
、

ま
た
、
桜
ロ
ー
ド
の
樹
木
等
、
村
民

の
皆
様
の
生
活
に
身
近
な
、
み
ど
り

環
境
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
桜
並
木
写
真

　
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
被
害
防
止
の
う
え
で
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
協
力
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
危
険
性
を

考
慮
し
た
報
酬
の
見
直
し
を
行
い
、

村
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、

関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
効
果

的
な
被
害
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
出
没
情
報
が
あ
っ
た
際
に

は
、
村
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
パ

ト
ロ
ー
ル
巡
回
や
生
活
支
援
メ
ー
ル

で
の
注
意
喚
起
な
ど
、
迅
速
に
対
処

し
ま
す
。

　
被
害
対
策
の
中
心
と
し
て
活
動
す

る
ハ
ン
タ
ー
を
、
育
成
・
確
保
す
る

た
め
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
育
成

支
援
事
業
に
よ
り
、
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

４
　
商
工
・
観
光
の
振
興

　
商
工
業
に
お
い
て
は
、
物
価
高
騰

に
よ
る
消
費
者
離
れ
な
ど
、
厳
し
い

経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

商
工
会
が
行
う
経
営
改
善
の
取
組
等

に
対
す
る
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

中
小
企
業
融
資
制
度
資
金
利
子
補
給

制
度
等
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
雇
用
対
策
で
は
、
オ
ロ
ロ
ン
留
萌

中
部
北
部
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
と

連
携
し
、
諸
対
策
を
講
じ
、
通
年
雇

用
の
定
着
と
就
業
機
会
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

　
村
内
で
の
雇
用
と
定
住
促
進
を
図

る
た
め
、
若
年
者
雇
用
促
進
助
成
金

を
推
進
し
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就

業
支
援
事
業
の
活
用
を
図
る
た
め
、

村
内
事
業
所
に
対
し
、
引
き
続
き
事

業
者
登
録
の
要
請
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
の
労
働
力
不
足
の
解

消
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図
る
た

め
、
初
山
別
事
業
協
同
組
合
の
運
営

に
対
し
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
み
さ
き
台
公

園
エ
リ
ア
一
帯
の
観
光
施
設
と
自
然

豊
か
な
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、

魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
の
充
実
に

努
め
、
観
光
協
会
と
連
携
し
て
観
光

振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
岬
ま
つ
り
写
真

　
岬
ま
つ
り
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
観
光
振
興
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
観
光

協
会
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。



右

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
つ

い
て
は
、
風
力
発
電
等
日
本
海
エ
リ

ア
が
も
つ
潜
在
的
な
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
認
識

を
深
め
、
今
後
も
国
の
政
策
、
民
間

事
業
者
の
動
向
に
注
視
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
し
的
確
な
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
風
力

発
電
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
住
民

生
活
や
周
辺
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
適
切
な
施
設
の
設
置
・
運
営
を

事
業
者
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
　
担
い
手
の
育
成
・
確
保
対
策

　
村
の
産
業
や
社
会
を
、
将
来
に
わ

た
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

次
代
を
担
う
人
材
を
、
大
切
に
育
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
農
業
で
は
、
関
係
機
関
で
構
成
す

る
村
地
域
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
及

び
オ
ロ
ロ
ン
地
区
農
業
担
い
手
確
保

対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
就
農
相
談

か
ら
研
修
・
自
立
営
農
に
至
る
ま
で
、

総
合
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
酪

農
・
畜
産
業
の
新
規
就
農
対
策
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
農

業
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
親
子
で
の
農
業
体
験
や
食
育
事

業
の
取
組
を
行
う
農
業
み
ら
い
開
拓

ク
ラ
ブ
を
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
漁
業
に
お
い
て
は
、
新
規
漁
業
就

業
者
の
育
成
と
円
滑
な
事
業
承
継
を

進
め
る
た
め
、
村
漁
業
就
業
者
支
援

協
議
会
を
中
心
に
、
北
る
も
い
漁
業

協
同
組
合
と
連
携
し
、
新
規
漁
業
就

業
者
の
安
定
し
た
漁
業
経
営
の
確
立

の
た
め
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
業
に
つ
い
て
も
、
地

域
経
済
を
担
う
後
継
者
や
経
営
体
確

保
の
た
め
、
起
業
者
等
支
援
補
助
金

に
よ
り
継
続
し
て
支
援
す
る
な
ど
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
対

策
を
講
じ
ま
す
。

６
　
地
方
創
生

　
令
和
７
年
度
は
「
第
８
期
初
山
別

村
総
合
振
興
計
画
」
の
後
期
に
向
け

た
見
直
し
並
び
に
「
第
２
期
初
山
別

村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
改
定
年
度
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き「
第
８
期
総
合
振
興
計
画
」

及
び
「
第
２
期
創
生
総
合
戦
略
」
に

掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
本

村
が
有
す
る
資
源
や
新
た
な
可
能
性
、

人
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
な

が
ら
、
村
を
担
う
若
い
世
代
に
夢
と

誇
り
を
も
っ
て
引
き
継
げ
る
「
初
山

別
村
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
村

民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力
を
発

揮
し
、
真
の
豊
か
さ
や
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
が
実
感
で
き
る
生
活
の
実

現
の
た
め
の
施
策
を
村
民
の
皆
様
と

探
求
し
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
地
方
創
生

　
地
方
か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
流
出

及
び
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
産
業
就

労
人
口
の
減
少
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
対
し
、
産

業
及
び
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図

り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
に
、
情
報

通
信
技
術
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
村

民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し

て
い
け
る
環
境
整
備
及
び
移
住
者
の

獲
得
を
目
的
と
し
た
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
取
組
を
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
は
、
都
市
部
か
ら
村
へ
の
定

住
・
定
着
を
目
的
と
し
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
本
村
で
共
に
夢
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
隊
員
の
採
用
を
行
い
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
定
住
を
見
据

え
た
新
た
な
視
点
や
自
由
な
発
想
を

生
か
し
た
隊
員
自
ら
の
提
案
に
基
づ

く
地
域
お
こ
し
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

よ
り
一
層
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
　
福
祉
の
向
上
と

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

　
人
の
心
に
寄
り
添
っ
た
思
い
や
り

あ
る
福
祉
の
充
実
と
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

１
　
福
祉
の
向
上

　
　
高
齢
者
福
祉

（１）
　
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地



宇

域
で
、
健
や
か
に
生
き
が
い
を
持
ち

な
が
ら
明
る
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
ま

す
。

　
　
　
高
齢
者
レ
ク

　
第
９
期
村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
、
介
護

予
防
及
び
認
知
症
高
齢
者
対
策
を
推

進
し
、
地
域
生
活
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
・
育
成

等
を
図
る
た
め
、
新
た
に
介
護
現
場

の
従
事
者
や
こ
れ
か
ら
就
労
し
よ
う

と
し
て
い
る
方
に
対
し
、
そ
の
資
格

取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
介
護

人
材
育
成
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
さ

え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
等
に

よ
り
地
区
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

し
、
互
い
に
支
え
合
う
共
生
共
助
の

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
で
は
、
健
康
づ
く
り
や

閉
じ
こ
も
り
防
止
の
た
め
、
ま
る
ご

と
元
気
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
に
よ
り
運

動
機
能
の
維
持
増
進
及
び
外
出
機
会

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促

す
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の

助
成
、
高
齢
者
へ
の
無
料
入
浴
券
の

支
給
及
び
医
療
機
関
通
院
費
助
成
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
敬
老
会
に
つ

い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
留
意
し
つ
つ
、
開

催
を
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
対
策
で
は
、
留
萌

中
部
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

に
よ
る
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
支

援
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
エ

ル
ム
の
里
」
へ
の
指
導
、
成
年
後
見

制
度
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
生
活
支
援
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
相
談

機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
医
療
機
関
等
と

連
携
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

　
　
　
室
内
ゴ
ル
フ
写
真

　
ま
た
、
高
齢
者
の
雇
用
機
会
創
出

の
た
め
、
高
齢
者
事
業
団
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　
　
障
が
い
者
福
祉

（２）
　
障
が
い
者
が
、
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
自
立
と
社
会
参
加
を

支
援
す
る
総
合
的
な
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
障
害
者
支
援
推
進
体
制

を
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
支

援
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
通
院
費

助
成
、
特
定
疾
患
患
者
通
院
費
助
成

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
国
民
健
康
保
険
事
業

（３）
　
高
齢
化
の
進
展
や
疾
病
構
造
の
変

化
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

本
村
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
依

然
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
国
保
事
業
の
都
道
府
県
化
に
よ
り
、

本
村
の
国
保
会
計
が
逼
迫
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
保
険
者
の
健

康
の
維
持
増
進
の
た
め
、
今
後
と
も

予
防
事
業
や
健
康
事
業
を
継
続
実
施

す
る
と
と
も
に
、
重
複
・
多
受
診
の

抑
制
、
レ
セ
プ
ト
点
検
や
医
療
費
分

析
の
強
化
に
よ
り
医
療
費
の
適
正
化

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
等
の
未
受
診
者

の
把
握
と
そ
の
要
因
分
析
を
行
い
、

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
効
果

的
な
受
診
勧
奨
に
努
め
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
等
を
開
催
し
、
運
動
の

習
慣
化
と
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り

組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費

の
低
減
を
図
り
ま
す
。



烏

２
　
健
康
づ
く
り

　
村
民
の
皆
様
が
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
の
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
保
健
事
業
・
予
防

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
各
種
感
染
症
対
策

（１）
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
各

種
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
経
験
か
ら
、
場
面
に
応
じ

た
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
衛
生
、
換

気
な
ど
日
常
的
な
予
防
対
策
が
定
着

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も

流
行
期
に
お
け
る
適
切
な
情
報
提
供

や
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
流
行

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
各
種
感
染
症
に

対
す
る
危
機
意
識
の
高
揚
と
重
症
化

予
防
を
目
的
と
し
て
、
各
種
予
防
接

種
の
勧
奨
等
、
国
、
北
海
道
の
対
策
・

対
応
に
留
意
し
つ
つ
感
染
防
止
対
策

等
の
取
組
な
ど
の
諸
対
策
に
つ
い
て

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
保
健
事
業

（２）
　
健
や
か
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
健
康
の
質
を
高
め
る
意

識
が
大
切
で
す
。

　
　
　
調
理
写
真

　
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
の
見
直

し
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、

生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
「
減
塩
」「
食
物
繊
維
の
摂
取
」

「
笑
い
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
重
点

に
据
え
、
減
塩
応
援
隊
と
と
も
に
食

生
活
改
善
の
定
着
等
健
康
づ
く
り
運

動
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
教
室
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

マ
イ
レ
ー
ジ
等
各
種
健
康
づ
く
り
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健

診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
環
境
を

整
備
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
努
め
ま
す
。

　
　
予
防
事
業

（３）
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

は
、
従
前
同
様
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
し
て
支
援
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
希
望

す
る
方
が
速
や
か
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
国
・
北
海
道
の
対
応
に
留
意
し
つ

つ
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
は
じ
め
と
し
た
、
各
種
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
ほ
か
、

国
の
対
策
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

３
　
子
育
て
支
援

　
健
や
か
に
育
つ
保
育
の
充
実
と
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
を
図
る
た

め
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
相
談
を
一
元
的
に
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
応
じ
る

な
ど
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
を

一
体
的
に
提
供
し
ま
す
。

　
保
育
所
に
お
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル

ラ
ン
チ
方
式
に
よ
る
給
食
を
継
続
実

施
し
ま
す
。　

　
保
護
者
や
事
業
者
と
十
分
に
連
携

し
な
が
ら
安
全
・
安
心
な
給
食
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
育

て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

育
児
教
室
「
ほ
し
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
妊
産
婦

の
健
診
及
び
通
院
費
用
、
新
生
児
の

聴
覚
検
査
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
幼
児
教
育
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

特
に
、
国
の
無
償
化
の
対
象
外
と
な

る
課
税
世
帯
の
３
歳
未
満
児
に
対
し

て
、
村
独
自
で
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
幼
児
写
真

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る

団
体
を
支
援
し
、
昼
間
保
護
者
が
家

庭
に
い
な
い
児
童
が
放
課
後
過
ご
す

こ
と
の
で
き
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
不
妊
治
療
等
に

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
経
済
的
な

不
安
解
消
を
図
り
、
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
を
減
ら
し
、
小
さ
な
村
で
も
安

心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
を



羽

進
め
る
た
め
、
不
妊
治
療
費
等
助
成

事
業
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

４
　
医
療
の
確
保

　
村
民
の
皆
様
が
健
康
で
暮
ら
せ
る

よ
う
、
診
療
所
に
お
い
て
適
切
な
一

次
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
診
療
環
境
の

充
実
を
図
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
の
機
能
を
維
持
し
、
安
心
し
て
受

診
で
き
る
診
療
所
の
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
、
妊
婦
の
方
及
び
　
歳
以
上
５
歳

４０

刻
み
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
歯
科
検

診
を
実
施
し
、
口
腔
衛
生
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
二
次
医
療
を
担
う
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
で
あ
る
道
立
羽
幌
病
院
は
、
常

勤
医
師
の
確
保
等
診
療
体
制
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
自

治
体
と
連
携
し
、
道
立
羽
幌
病
院
の

医
療
体
制
の
強
化
充
実
を
強
く
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、

留
萌
圏
域
で
の
広
域
連
携
に
よ
り
体

制
の
充
実
・
補
完
を
図
り
ま
す
。

５
　
環
境
の
整
備

　
　
一
般
廃
棄
物
及
び

（１）
　
　
　
　
　
　
　
　
し
尿
処
理
対
策

　
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
従
前
同
様
、

分
別
収
集
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
村
づ

く
り
の
た
め
、
不
法
投
棄
の
防
止
、

地
域
環
境
の
美
化
・
保
全
に
努
め
ま

す
。

　
し
尿
処
理
業
務
は
収
集
業
者
に
業

務
を
委
託
し
、
３
町
村
共
同
で
処
理

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
環
境
整
備
写
真

　
　
住
環
境
の
整
備

（２）
　
村
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
国
庫
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
、
川
北
台
団
地
へ
の

村
営
住
宅
建
築
工
事
を
実
施
す
る
ほ

か
、
営
繕
に
よ
る
、
快
適
で
良
質
な

住
宅
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
定
住
促
進
住
環
境
整
備
助
成
事
業

に
つ
い
て
継
続
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
若
者
世
代
や
転
入
者
の
定
住

促
進
、
空
き
家
の
流
動
化
、
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
等
を
支
援
し
、
子
育
て

世
帯
加
算
、
転
入
加
算
の
実
施
に
よ

り
、
子
育
て
世
代
及
び
転
入
者
を
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
居
住
用
住
宅
解
体
費
用

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
利
活
用
し
や

す
い
よ
う
に
改
正
し
、
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
、
村
営
住
宅
と
の
バ
ラ

ン
ス
や
民
間
賃
貸
住
宅
の
入
居
状
況

を
確
認
し
た
う
え
で
、
今
後
の
補
助

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

　
地
域
住
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
空
き
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
、
空
き
家
の
発
生
防
止
や
有
効
利

用
、
危
険
家
屋
へ
の
対
応
等
の
取
組

を
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
に
お
け
る
空
き
家
の

有
効
活
用
及
び
移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
を
行

い
、
解
り
や
す
い
、
使
い
や
す
い
制

度
と
な
る
よ
う
に
努
め
、
居
住
希
望

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
公
園
等
の
整
備

（３）
　
　
　
公
園
写
真

　
公
園
に
つ
い
て
は
、
安
全
対
策
と

景
観
の
向
上
に
配
慮
し
た
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
、
村
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
で
き
る
公
園
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
み
さ
き
台
公
園
の

老
朽
化
し
た
野
球
場
等
の
今
後
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
公
園
利
用
者
等

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
調
査
な
ど
を
実
施



迂

し
、
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
初

山
別
小
学
校
敷
地
の
一
部
を
初
山
別

山
手
公
園
敷
地
と
し
て
編
入
し
、
子

ど
も
た
ち
が
利
用
し
や
す
い
遊
び
場

の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
安
全
で
心

地
よ
く
利
用
出
来
る
公
園
を
目
指
し
、

引
き
続
き
み
さ
き
台
公
園
及
び
村
道

初
山
別
６
条
線
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

へ
遊
具
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
事
業

（４）
　
簡
易
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
に
よ
る
、
安
全
で
清
浄
な
水
の
安

定
供
給
に
努
め
る
ほ
か
、
老
朽
化
し

た
導
水
管
の
更
新
と
併
せ
耐
震
化
を

図
る
た
め
、
初
山
別
地
区
基
幹
改
良

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
快
適

な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
施
設
及
び
管
路
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
初
山
別
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
し
た
電
気
・
機
械
設
備
を
計

画
的
に
更
新
す
る
た
め
、
初
山
別
地

区
農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
促
進
し
、
生
活
環
境
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

６
　
交
通
の
確
保

　
　
道
路
・
橋
梁
の
整
備

（１）
　
村
道
に
つ
い
て
は
、
支
障
木
除
去
、

道
路
照
明
の
維
持
管
理
、
冬
期
間
に

お
け
る
除
雪
な
ど
、
適
正
管
理
の
徹

底
を
図
り
、
安
全
で
快
適
性
を
確
保

し
た
道
路
交
通
環
境
の
維
持
に
努
め

ま
す
。　

　
橋
梁
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
共
成
跨
線
橋
の
更
新
工
事

や
橋
梁
点
検
業
務
を
実
施
す
る
な
ど
、

安
全
・
安
心
な
道
路
交
通
網
を
確
保

し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
道
路
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
暮
ら

し
や
経
済
を
支
え
る
交
通
網
と
し
て

の
重
要
性
を
、
国
・
道
に
強
く
訴
え
、

管
内
市
町
村
と
連
携
し
、
機
能
強
化

や
老
朽
化
対
策
を
要
請
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
地
域
交
通

（２）
　
生
活
交
通
バ
ス
路
線
は
、
通
学
、

通
院
、
買
い
物
等
、
村
民
の
皆
様
の

生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
年
々
利
用
者
の
減
少

が
進
ん
で
お
り
、
効
率
的
な
運
行
、

経
営
の
合
理
化
に
努
め
て
も
な
お
、

経
営
の
安
定
化
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
や
関
係
市
町

村
と
連
携
し
、
路
線
維
持
の
た
め
必

要
な
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
高
校
通
学
定
期
運
賃
補
助

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
に
よ
る
運
転
免
許
返
納
、

移
動
手
段
が
な
い
な
ど
の
、
い
わ
ゆ

る
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
し
ょ
さ
ま
る
号
の
運
行
に
よ
る
地

域
公
共
交
通
対
策
事
業
を
実
施
し
、

高
齢
者
等
の
外
出
機
会
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
制
度
と
な
る

よ
う
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

７
　
地
域
防
災
力
の
強
化

　
我
が
国
の
自
然
災
害
は
地
震
、
大

雨
、
台
風
と
多
岐
に
わ
た
り
近
年
で

は
激
甚
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
国
や
道
の
施
策
の
展
開
方
向
と
整

合
性
を
図
り
策
定
し
ま
し
た
「
初
山

別
村
地
域
防
災
計
画
」
及
び
「
初
山

別
村
国
土
強
靱
化
計
画
」
を
基
本
的

な
方
針
と
し
、
日
頃
か
ら
国
や
道
、

民
間
事
業
者
等
、
各
関
係
機
関
と
密

接
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民

の
皆
様
に
解
り
や
す
い
情
報
の
提
供

と
防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
、
行
政

と
地
域
住
民
が
協
働
で
「
地
域
防
災

力
」
を
強
化
し
、
村
の
社
会
経
済
機

能
の
維
持
、
村
民
の
皆
様
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
、
本

村
の
防
災
力
の
強
化
及
び
強
靱
化
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
生
活
支
援
メ
ー
ル
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
及
び
河
川
監
視
カ
メ
ラ
に

よ
る
映
像
の
配
信
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
等
の
情
報
伝
達
手
段
を
活
用
し

迅
速
な
情
報
伝
達
に
努
め
る
と
と
も

に
、
被
災
時
に
住
民
の
生
命
を
維
持

す
る
非
常
用
備
蓄
食
糧
品
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
自
治
会
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
設
立
さ
れ
た
自
主
防
災
組

織
に
対
し
て
は
、
災
害
時
の
共
助
体

制
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
防
災

教
室
や
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て



雨

も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
防
災
訓
練
写
真

　
近
年
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻

発
す
る
中
で
、
断
水
は
被
災
者
の
生

活
の
質
を
著
し
く
損
ね
る
一
因
と
な

る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
活
用
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進

め
ま
す
。　

三
　
教
育
の
振
興
充
実

　
地
域
の
根
幹
を
な
す
の
は
「
人
」

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は

「
人
づ
く
り
」
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
創
造
力
に
富
む
、
強
く
た
く
ま
し

い
、
時
代
を
切
り
拓
く
力
を
も
っ
た

人
づ
く
り
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
と
と
も
に
学
校
教
育
の
充
実
並

び
に
社
会
教
育
の
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
魅
力
あ
る
初
山
別
村
の
教

育
を
推
進
す
る
た
め
、
教
育
行
政
執

行
方
針
を
基
本
と
す
る
諸
施
策
が
効

果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
教
育
委
員

会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。

１
　
学
校
教
育
の
推
進

　
基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
の
定
着

に
加
え
、
人
間
性
豊
か
で
た
く
ま
し

い
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、

学
び
の
継
続
並
び
に
よ
り
良
い
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
施
設
に
お
い
て
、
快
適
で
恵

ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
意
欲
的
に

学
習
で
き
る
よ
う
、
施
設
整
備
並
び

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
食
育
の
推
進
等

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
　
社
会
教
育
の
推
進

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
生
涯

学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

各
分
野
と
連
携
を
深
め
、
地
域
の
人

材
を
活
用
し
な
が
ら
社
会
参
加
を
促

進
し
、
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
づ
く
り
運
動
を
日
常

的
に
行
え
る
よ
う
各
種
取
組
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

四
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
村
民
の
皆
様
が
生
活
す
る
地
域
の

課
題
等
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

行
政
と
村
民
が
責
任
や
行
動
を
分
担

し
合
い
、
相
互
の
理
解
の
も
と
で
、

村
づ
く
り
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　「
住
民
主
体
」「
情
報
共
有
」「
協
働
」

を
村
づ
く
り
の
基
本
と
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
促
進
を
図
り
つ
つ
、

住
民
が
積
極
的
に
参
加
し
、
村
民
の

皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
の
情
報
、
村
づ
く
り
の
目
標
、

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
目
標

の
達
成
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

１
　
行
政
の
運
営

　
村
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
考
え

み
ん
な
で
行
動
し
、
小
規
模
自
治
体

の
利
点
を
活
か
し
つ
つ
、
将
来
展
望

に
立
っ
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、
村
民
の
皆
様
と
と

も
に
歩
む
村
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
懇
談
会
写
真

　
お
茶
の
間
懇
談
会
を
は
じ
め
様
々

な
場
面
に
お
い
て
村
民
の
皆
様
の
声

を
聞
く
と
と
も
に
、
よ
り
分
か
り
や

す
く
見
や
す
い
住
民
広
報
誌
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
情
報
を
共
有
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま



卯

す
。

　
ま
た
、
地
域
ふ
れ
あ
い
担
当
職
員

の
効
果
的
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
行
政
運
営
の
核
で
あ
り
、
災
害
時

の
対
応
拠
点
と
も
な
る
役
場
庁
舎
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
対
応
で

き
る
財
政
基
盤
の
堅
持
と
、
想
定
さ

れ
る
災
害
へ
の
対
応
と
の
両
面
を
十

分
見
極
め
、
よ
り
望
ま
し
い
方
向
性

の
具
体
化
を
図
る
た
め
の
検
討
を
継

続
し
ま
す
。

　
職
員
は
現
場
最
優
先
を
常
と
し
、

村
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
す

る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お

い
て
、
親
切
・
丁
寧
で
分
か
り
や
す

い
対
応
を
心
掛
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
人
事
管
理
に
お
い
て
は
、
職
員
研

修
を
通
じ
た
ス
キ
ル
の
向
上
ほ
か
、

人
事
評
価
の
実
施
よ
る
人
材
育
成
及

び
組
織
力
向
上
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
女
性
の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員
の
意

識
向
上
も
含
め
、
各
種
委
員
な
ど
へ

の
女
性
登
用
機
会
拡
大
に
つ
い
て
啓

蒙
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
報
を
通

じ
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
啓
発
、

情
報
提
供
を
継
続
し
、
村
づ
く
り
に

資
す
る
会
議
や
各
種
催
事
へ
の
参
加

を
促
進
し
ま
す
。

　
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
伴
う
「
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」
へ
の
令
和
８
年
度

移
行
に
向
け
、
基
幹
業
務
に
係
る

「
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
」
に

つ
い
て
、
留
萌
地
域
電
算
共
同
化
推

進
協
議
会
と
連
携
し
、
移
行
前
年
度

と
し
て
の
事
業
の
取
り
組
み
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
　
財
政
の
運
営

　
本
村
の
限
ら
れ
た
行
政
資
産
や
財

源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
継
続

し
て
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
公
有
財
産
に
あ
っ
て
は

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に

基
づ
い
た
中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、

老
朽
化
が
進
む
施
設
の
適
時
改
修
に

よ
る
長
寿
命
化
、
投
資
費
用
を
抑
え

た
維
持
管
理
に
よ
る
将
来
負
担
の
軽

減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
下
の
物
価
高
騰
に
お
け

る
職
員
一
人
ひ
と
り
の
公
費
に
対
す

る
認
識
を
促
し
、
経
常
経
費
の
抑
制

を
図
る
と
と
も
に
、
常
に
特
定
財
源

の
掘
り
起
こ
し
を
意
識
し
、
財
源
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
人
口
減
少
も
相
ま
っ
て
過
疎
地
域

に
お
け
る
地
方
交
付
税
交
付
規
模
を

維
持
し
続
け
る
こ
と
は
厳
し
い
と
の

認
識
の
も
と
、
将
来
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

 Ⅳ
 令
和
７
年
度
予
算
編
成

　「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
４
」
に
よ
る
と
、
社
会

課
題
の
解
決
と
持
続
的
な
経
済
成
長

の
実
現
に
向
け
、
官
民
が
連
携
し
て

投
資
を
行
い
、
グ
リ
ー
ン
、
デ
ジ
タ

ル
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
等
の

分
野
に
お
い
て
、
戦
略
的
な
投
資
を

実
行
し
、
人
材
や
資
本
等
の
資
源
を

成
長
分
野
に
集
中
投
資
す
る
こ
と
に

よ
り
、
経
済
全
体
の
生
産
性
を
高
め
、

日
本
経
済
を
「
成
長
型
の
新
た
な
経

済
ス
テ
ー
ジ
」
へ
移
行
さ
せ
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
関
係
費
、
人
件
費
の
増
加

等
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
方
公
共
団

体
が
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

つ
つ
、
様
々
な
行
政
課
題
に
対
応
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
「
一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
、
前
年
度
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ

う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
こ

と
を
基
本
と
す
る
」
対
策
を
講
ず
る

と
し
て
お
り
ま
す
。　

　
本
村
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令

和
５
年
度
に
お
い
て
は
単
年
度
７
坩

８
％
、
３
か
年
平
均
で
は
７
坩
２
％

と
微
増
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
現

状
数
年
は
　
％
以
下
で
推
移
す
る
見

１０

込
み
で
あ
り
、
健
全
財
政
は
維
持
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
初
山
別
支
署
庁
舎
改
築

事
業
債
、
初
山
別
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業
債
の
償
還
に
加
え
、
今
後
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
債
の

償
還
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
や
普
通
交

付
税
の
減
少
に
よ
る
実
質
公
債
費
比

率
へ
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
、
交
付

税
不
算
入
の
村
債
発
行
を
抑
制
し
、

将
来
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
施
策

の
展
開
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
本
村
は
、
地
方
交
付
税
に
大
き
く
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に
は
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
人

 Ⅰ
 は
じ
め
に

　
令
和
７
年
第
１
回
初
山
別
村
議
会

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委

員
会
の
所
管
行
政
に
関
す
る
主
要
な

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
降

の
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
持
続
的
に

地
域
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
教
育
の
果
た

す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
子
ど
も
た
ち

に
は
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
人

を
思
い
や
る
感
性
と
、
逞
し
く
生
き

抜
い
て
い
く
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
地
域
社
会
が
総
が

か
り
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
村
の
活
力
と
発
展
の
基
礎
と
な
る

「
人
づ
く
り
」、
さ
ら
に
は
「
生
涯
学

習
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

実
効
性
の
あ
る
教
育
行
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 Ⅱ
 教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
初
山
別
村
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
自
然
を
愛
し
、
健
全
な
心
身
の
も

と
、
連
帯
感
と
創
造
力
に
満
ち
た
活

動
的
な
人
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
第
８
期
総
合
振
興
計
画
並
び

に
各
種
教
育
関
係
計
画
に
基
づ
き
、

施
策
を
具
体
的
に
推
進
し
、
児
童
生

徒
の
教
育
環
境
を
整
え
、
保
護
者
や

住
民
に
も
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
と
目
指
す
教
育
の
姿
を
共
有
し

な
が
ら
教
育
行
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
健

や
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

 Ⅲ
 令
和
７
年
度
の
主
要
な
施
策

１
　
人
間
性
豊
か
で
逞
し
い

児
童
生
徒
の
育
成

　
社
会
の
変
化
に
適
応
で
き
る
力
を

身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
主
体
的
に

学
び
、
か
つ
、
様
々
な
状
況
に
対
応

で
き
る
柔
軟
な
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
確
か
な
学
力
を
獲
得
す
る
た

め
、「
初
山
別
村
ス
ク
エ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
基
本
に
、
小
学
校
・

中
学
校
が
連
携
す
る
９
年
間
の
「
学

び
の
連
続
性
」
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
り
生

活
習
慣
、
学
習
習
慣
の
定
着
を
目
指

し
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
初

山
別
村
学
力
向
上
連
携
協
議
会
」
で

の
協
議
等
を
も
と
に
授
業
改
善
を
図

る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
は

令
和
７
年
度

教
育
執
行
方
針〈大水　秀之　教育長〉

依
存
す
る
財
政
構
造
で
あ
り
、
令
和

７
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
時
々
の
課
題
に
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
可
能
性
を
引
き
出
そ
う
。」
を
基

本
方
針
の
テ
ー
マ
と
し
、
国
の
政
策

及
び
国
内
の
経
済
情
勢
を
見
極
め
な

が
ら
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
削
減

に
努
め
、
総
合
振
興
計
画
ほ
か
総
合

戦
略
を
は
じ
め
、
各
種
計
画
に
沿
っ

た
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
方
針
を

も
っ
て
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 Ⅴ
 
む
　
す
　
び

　
以
上
、
村
政
運
営
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
の
、
私
の
所
信
の
一
端
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
然
へ
の
敬
愛
や
畏
敬
の
念
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
農
山
漁
村
の
価
値

を
再
考
し
「
人
と
人
と
の
繋
が
り
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
専
心
努
力
を
重
ね
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
、
村
議
会
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



窺

情
報
端
末
機
器
を
更
新
し
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
同
的
な
学
び
の
充
実

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
中
学
校
で
実
施

す
る
ほ
か
、
英
語
・
漢
字
検
定
の
受

験
料
助
成
、
添
削
等
の
通
信
教
育
受

講
料
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

「
初
山
別
村
特
別
支
援
教
育
連
携
協

議
会
」
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
小
学
校
・

中
学
校
に
引
き
続
き
配
置
し
、
一
人

ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
・
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て
は
、
外

国
語
指
導
助
手
の
効
率
的
な
活
用
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
英
語
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
等
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
派
遣
す
る
こ
と

に
よ
り
、
就
学
時
前
の
子
ど
も
た
ち

が
外
国
語
に
ふ
れ
る
機
会
を
提
供
す

る
な
ど
英
語
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
食
育
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
事
業
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
食
材
を
活

用
し
た
食
育
指
導
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
に
お
い
て
社
会
科
副
読
本
を
更

新
す
る
ほ
か
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
伝

統
、
文
化
、
産
業
等
に
親
し
み
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
た

め
、
体
験
学
習
や
郷
土
学
習
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
や
自
殺
等
、
児
童
生
徒
の

心
に
関
わ
る
問
題
は
ど
の
学
校
で
も

起
こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
未
然
防
止
や
早
期
の
発

見
・
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
備
し
、

教
育
相
談
体
制
を
整
え
、
児
童
生
徒

の
心
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、
社

会
見
学
、
職
場
体
験
な
ど
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
望
ま
し

い
職
業
観
・
勤
労
観
及
び
職
業
に
関

す
る
知
識
や
技
能
を
育
む
教
育
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
並
び
に

村
の
発
展
に
寄
与
す
る
有
用
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
高
等
学
校
以
上

へ
の
進
学
希
望
者
に
対
す
る
奨
学
資

金
貸
付
け
を
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
か
ら
近
隣
町
村
の
高

校
へ
通
学
し
な
が
ら
、
志
望
校
へ
の

進
学
を
目
指
す
生
徒
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

２
　
快
適
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
教
育
環
境
の
整
備

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
２

台
の
う
ち
１
台
を
更
新
す
る
ほ
か
、

そ
の
運
行
に
あ
た
っ
て
は
受
託
業
者

と
緊
密
な
連
絡
体
制
を
と
り
、
安
全

運
行
に
努
め
ま
す
。

　「
初
山
別
村
学
校
運
営
協
議
会
」
に

お
い
て
、
学
校
と
保
護
者
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
や
防
犯

カ
メ
ラ
を
活
用
し
な
が
ら
、
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

は
、
校
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
教
職

員
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、

部
活
動
地
域
移
行
の
検
討
を
進
め
、

教
職
員
が
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る

環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
　
健
康
な
暮
ら
し
を
楽
し
む

生
涯
学
習
の
推
進

　
村
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
自

由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
、
豊
か
に

学
び
、
文
化
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
、
学
ん
だ
成
果
を
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
芸
術
鑑
賞
写
真

　
文
化
芸
術
活
動
で
は
、
文
化
協
会

と
の
協
働
・
連
携
の
も
と
、
文
化
祭

の
開
催
や
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
ふ



丑

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
文
化
芸

術
鑑
賞
事
業
を
継
続
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
簡
易
郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

先
人
が
残
し
た
貴
重
な
郷
土
資
料
の

保
存
に
努
め
ま
す
。
昨
年
度
有
志
の

会
が
解
散
し
た
有
明
獅
子
舞
に
つ
い

て
は
、
衣
装
等
の
寄
贈
を
受
け
、
現

在
郷
土
資
料
館
に
保
管
・
展
示
を
し

て
お
り
、
小
中
学
校
に
お
い
て
ふ
る

さ
と
学
習
等
を
行
う
時
に
は
、
こ
れ

を
貸
し
出
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
読
書
活
動
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

は
、「
第
３
次
初
山
別
村
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
の
着
実
な
推
進

を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
が
連
携
し
、
読
書
機
会
の
提
供

や
読
書
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
乳
児
期
か
ら
読
書
に
親
し
む

習
慣
を
定
着
さ
せ
る
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」
を
、
引
き
続
き
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と

連
携
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
自
然
交

流
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
に
お
い
て
は

土
曜
開
放
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
機

能
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
ス
ポ
ー

ツ
協
会
・
福
祉
関
係
団
体
等
と
の
連

携
を
深
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
気
軽
に
親
し
む
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
及
び
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
バ
レ
ー

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
体
育

団
体
が
実
施
す
る
事
業
等
を
支
援
し
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
国
・
道
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
部
活
動
地
域
移
行
の
受
け

皿
と
な
り
う
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立
の
可
能
性
を
探
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　「
合
宿
誘
致
推
進
事
業
」
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
社
会
教
育
施
設

の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
本
村

の
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
拠
点
と
し
て
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
体
育
館
は
地
域
住
民
の
運
動
の

広
場
と
し
て
開
放
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
が
進
む
村
民
プ
ー
ル
を
改
修
す

る
ほ
か
、
優
先
度
を
勘
案
し
な
が
ら
、

補
修
等
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

４
　
天
文
台
の
活
性
化

　
　
　
星
ま
つ
り
写
真

　
み
さ
き
台
公
園
の
中
心
的
施
設
で

あ
る
し
ょ
さ
ん
べ
つ
天
文
台
は
、
天

体
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
と
観

光
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
兼
ね
備
え

た
存
在
で
す
。「
星
ま
つ
り
」
や
「
天

文
台
活
性
化
事
業
」「
星
空
観
察
会
」

等
を
継
続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
来

館
者
の
満
足
度
の
向
上
や
「
マ
イ
ス

タ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
」
の
さ
ら
な
る
発

信
に
努
め
る
な
ど
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
魅
力
的
な
施
設
で
あ
り
続
け
る
よ

う
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

 Ⅳ
 
む
　
す
　
び

　
以
上
、
令
和
７
年
度
の
教
育
行
政

の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
に

誇
り
を
も
ち
、
未
来
に
向
か
っ
て
逞

し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ま
た
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が

生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
教
育
施
策
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
教
育
行

政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。



減塩教室
　自然交流センターにて、減塩教室

が行われ、減塩応援隊を含む２６名が

参加しました。今回のテーマは「脳

の健康を守る食事」について。脳の

健康に効果的な食材や、生活習慣に

ついて勉強した後、バランスの良い

食事を参加者で作り試食しました。

　メニューは「包まない簡単棒餃子・

野菜の味噌和え・野菜たっぷりカ

レースープ」でした。（３月６日）

碓

３月のこんなことあんなこと

第３６回 

初山別村老人クラブ交歓会

　老人クラブ連合会（土門範治会長）

が主催した交歓会に、村内各地区か

ら３チーム３１名が参加しました。

　今年は、グランドゴルフ（室内

パークゴルフ）、ラダーゲッターの

２種目の競技、ビンゴ大会が行われ、

ゴルフでは１名がホールインワンを

出すなど会場は大いに盛り上がりま

した。

　熱戦の結果、グラウンドゴルフは

豊岬福寿会、ラダーゲッターは初山

別新生クラブが１位に輝きました。

皆さんおめでとうございます！

（２月２６日）

木質バイオマス利用促進セミナー
　留萌北部の森林資源の有効利用促進に係る木質

バイオマスセミナーが自然交流センターにて開催

されました。「地材地消」に向けた取組の重要性と、

環境に負担をかけない木質バイオマス事業につい

て説明されました。（２月２６日）



臼

第７８第７８回回　
初山別中学校卒業初山別中学校卒業式式

卒業証書授卒業証書授与与

お世話になった先生方お世話になった先生方へへ

花束を贈りまし花束を贈りましたた

卒業生の皆さん、おめでとうございま卒業生の皆さん、おめでとうございますす

答答　辞辞

２２人のおともだ人のおともだちち、、卒園おめでとう卒園おめでとう！！

ふじみ保育所卒園ふじみ保育所卒園式式

保護者保護者にに「「ありがとうありがとう」」

修了証書授修了証書授与与



渦

第１２８第１２８回回　
初山別小学校卒業初山別小学校卒業式式

卒業証書授卒業証書授与与
６名の卒業生の皆さん、おめでとうございま６名の卒業生の皆さん、おめでとうございますす

お世話になった先生お世話になった先生へへ

手紙と花束を贈りまし手紙と花束を贈りましたた

　本村が直面する人口減少、少子高齢化の

課題に対峙し、暮らし続ける幸せを感じられる

まちづくりを目的に策定された初山別村まち・

ひと・しごと創生総合戦略の実施状況等の点

検・検証が役場会議室にて行われました。

　本会議では、住環境や村の各種制度の意

見交換がなされました。（３月１３日）

地方創生総合戦略検証会議
　第３９回全道中学校の税をテーマとしたポ

スター募集事業において、初山別中学校２

年生の髙場瑛仁さん、森山歩佳さん、吉田

梨乃さんが留萌振興局長賞を受賞しました。

　また、３月１４日～２１日まで、自然交流セン

ターにて入賞された作品が展示されました。

　入賞おめでとうございます。

「税のポスター」入賞



嘘

ふじみ保育所
　　ひなまつり撮影会
　毎年恒例の「ひなまつり」がふじみ

保育所にて行われ、子どもたちは順番

にお内裏様とお雛様の衣装を身につけ、

とてもかわいらしい笑顔で記念写真を

とりました。その他に、ステージに７

段の雛人形が飾られたり、ひなまつり

にちなんだ歌を歌ったり、紙芝居を鑑

賞し楽しみました。（３月３日）

　初山別婦人

会・日赤奉仕

団初山別分団

より、来年度

小学校に入学

する新１年生

へ「手さげ袋、

キーホルダー、シール、ティッシュ」をご寄

贈していただきました。（３月５日）

初山別婦人会・
日赤奉仕団体寄贈

　全国青年農業者

会議にて北海道代

表として秋山直人

さんが出場し、意

見発表部門で日本

一である農林水産

大臣賞を受賞しました。秋山さんは２０２２年に

も農林産業大臣賞を受賞し、今回で二度目

の受賞となりました。（３月１９日）

第６３回 全国青年農業者会議
農林水産大臣賞 受賞

今月のほしっこくらぶは

　☆よみきかせ　でした。（３月１９日）

ほしっこくらぶ －３月号－

●３月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ふじみ保育所ひなまつり撮影会３捷
議会定例会５昌

議会定例会
減塩教室

６昭

乳幼児健診１２昌

初山別中学校卒業式
初山別村地方創生総合戦略検証会議

１３昭

税のポスター展示会（～21日）１４晶

初山別小学校卒業式
ほしっこくらぶ

１９昌

春のミニシアター２２松
農業委員会総会２５昇
ふじみ保育所卒園式２６昌



唄

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

Ｉｎｓｔａｇｒａｍページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｉｎｓｔａｇｒａｍ．ｃｏｍ/
ｏｋｏｓｈｉ．ｇｉｒｌｓ_ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ/

ｆａｃｅｂｏｏｋページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
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先
月
、
食
品
開
発
を
行
う
協
力
隊
メ
ン

バ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
作
品
を
村
の
皆
さ

ま
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
試
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
！

　
当
日
は
、
笹
蕎
茶
、
キ
ャ
ラ
メ
リ
ゼ
く
る

み
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
の
パ
ン
、
ど
ん
ぐ

り
ク
ッ
キ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

池
田
と
石
田
に
と
っ
て
は
、
協
力
隊
と
し
て

の
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

だ
か
ら
と
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
も

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ま
と
お
話
し
す
る
時
間
も
、
と
て
も
貴

重
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
感
想
を
大
切
に

し
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
多
忙
の
中
、
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　入村して、数ヶ月が経ちました。

　あんなに積もっていた雪が一気に溶け出し、真っ白だった

景色がだんだんと色づいてきました。植物も動物も春を待ち

望んでいたかのように動きが活発になってきたような気がし

ます。私自身も「岬センター」の業務だけでなく、協力隊の

メンバーと共に活動を始めております。

　また、他の市町村へ足を運んだり、他の地域おこし協力隊

と交流したりと活動の場が広がって、北海道に知り合いがで

き楽しんでいます。【田中】

協力隊ほ っ と Ｎ Ｅ ＷＳ ! ! ～試食会を開催しました～

入 村 し て の 感 想



欝

朝
 ご
飯
を
食
 べ
ま
し
ょ
う

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
新
し
い
生
活

を
ス
タ
ー
ト
す
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
忙
し
く
な
る
と
忘
れ
が
ち
に

な
る
の
が
「
朝
食
」。

　
今
回
は
、
朝
食
の
大
切
さ
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 朝
食
の
５
つ
の
効
果

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
補
給

　
人
間
は
、
寝
て
い
る
間
に
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
起
床
時
は
必
要
な
栄
養
が
少

な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
朝
食
で

午
前
中
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養

を
補
充
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
便
秘
の
予
防

　
朝
食
で
胃
の
中
に
食
べ
物
が
入
る

と
、
大
腸
が
動
き
出
し
、
排
便
を
促

し
ま
す
。
朝
食
を
取
る
と
排
便
の
リ

ズ
ム
が
作
ら
れ
る
た
め
、
朝
食
を
抜

く
習
慣
が
あ
る
と
便
秘
の
原
因
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
体
温
や
脈
拍
の
上
昇

　
体
温
は
、
睡
眠
時
は
高
く
、
起
床

時
に
は
低
く
な
り
、
脈
拍
も
減
少
し

ま
す
。

　
口
の
中
に
食
べ
物
が
入
る
と
消
化

器
官
が
動
き
出
し
ま
す
。
消
化
器
官

が
運
動
を
始
め
る
と
、
運
動
で
得
ら

れ
た
熱
が
体
温
を
上
昇
さ
せ
、
体
中

が
１
日
の
活
動
に
向
け
て
準
備
を
整

え
て
く
れ
ま
す
。

④
体
温
維
持
の
効
果

　
体
温
は
、
朝
食
を
食
べ
た
後
か
ら

徐
々
に
上
昇
し
始
め
、
昼
間
に
最
高

値
と
な
り
ま
す
。
朝
食
を
食
べ
な

か
っ
た
場
合
、
通
勤
や
通
学
で
の
歩

行
な
ど
か
ら
、
一
時
的
に
体
温
は
上

昇
し
ま
す
が
、
体
温
の
維
持
が
出
来

ま
せ
ん
。

⑤
睡
眠
の
質
の
向
上

　
朝
食
の
中
で
、
タ
ン
パ
ク
質
（
肉
・

魚
・
卵
・
大
豆
製
品
・
乳
製
品
な
ど
）

を
食
べ
る
と
、
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と
も

呼
ば
れ
る
、「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
が
腸
で

作
ら
れ
て
脳
ま
で
届
け
ら
れ
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
に
は
感
情
を
安
定
さ
せ

る
作
用
が
あ
り
、
日
中
を
イ
ラ
イ
ラ

せ
ず
安
定
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
夜
に
な
る
と
日
中
の
間

に
作
ら
れ
た
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
量
に

よ
っ
て
、
眠
り
を
促
す
「
メ
ラ
ト
ニ

ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
つ
く
ら
れ
、

質
の
良
い
睡
眠
に
繋
が
り
ま
す
。

 朝
食
を
食
べ
る
習
慣
を
！

「
朝
は
時
間
が
無
く
て
忙
し
い
…
」

　
ま
ず
は
手
軽
に
準
備
で
き
る
も
の

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

 Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
 

　
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の

果
物
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
は
手
軽
に

と
り
や
す
い
食
品
で
す
。

 Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
 

〇
パ
ン
派
の
方

　
菓
子
パ
ン
や
惣
菜
パ
ン
は
サ
サ
ッ

と
食
べ
ら
れ
て
手
軽
で
す
が
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
が
ち
で
す
。

　
野
菜
や
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
卵
も

一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

に
し
た
り
、
惣
菜
パ
ン
な
ら
サ
ラ
ダ

や
乳
製
品
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
具

だ
く
さ
ん
ス
ー
プ
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
パ
ン
派
の
方
も
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。

〇
ご
飯
派
の
方

　
ご
飯
は
消
化
が
ゆ
っ
く
り
な
た
め
、

腹
持
ち
も
よ
く
、
朝
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
給
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
和
食
の
定

番
、
ご
飯
に
納
豆
、
お
味
噌
汁
の
組

み
合
わ
せ
は
栄
養
効
率
が
と
て
も
よ

い
献
立
で
す
。
お
味
噌
汁
に
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
る
と
さ
ら
に
良
い
で

す
ね
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
朝
食
が

良
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
毎

日
か
か
さ
ず
準
備
す
る
の
は
と
て
も

大
変
で
す
。

　
夕
食
の
お
か
ず
や
汁
物
を
多
め
に

作
っ
て
温
め
る
だ
け
に
す
る
、
市
販

の
サ
ラ
ダ
を
活
用
す
る
な
ど
手
軽
に

続
け
ら
れ
る
工
夫
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。
　
し
っ
か
り
朝
食
を
食
べ
て
新
年
度

を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
補
充
し
ま
し
ょ
う
！

（
保
健
師
　
安
達
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



 

 

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

　
保
険
証
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
、
失
業
、
事
業
の

廃
止
（
廃
業
）
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や

「
納
付
猶
予
制
度
（
　
歳
未
満
）」
が

５０

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額

　
令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

額
は
「
月
額
１
７
埀５
１
０
円
」
で
す
。

　
令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
国
民
年
金
法
第
　
条
に
お
い
て

８７

１
７
埀
０
０
０
円
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
保
険
料
額
は
、
平
成
　１６

年
度
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
国
民

年
金
法
第
　
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

８７

り
、
名
目
賃
金
の
変
動
に
応
じ
て
毎

年
度
改
定
さ
れ
ま
す
。

■
便
利
で
お
得
な
納
付
方
法
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

〇
口
座
振
替

（
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
）

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融

機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け

ま
す
。
さ
ら
に
、「
早
割
（
当
月
末
納

付
）」
や
「
前
納
」
で
納
め
る
と
、
保

険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、

口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
引
き
落
と
し
が
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
、
翌
営
業
日
に
引
き
落
と

し
に
な
り
ま
す
。

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
年
金
事
務
所
に
申
し
込
み
、
継
続

的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、「
前
納
」
で
納
め
る
と
、
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
お
よ

び
一
部
免
除
期
間
の
保
険
料
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

蔚

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

令
和
７
年
度
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ



鰻

〇
電
子
納
付

　
ペ
イ
ジ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

等
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
年
金
の

切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
が
会
社

２０

６０

を
退
職
さ
れ
、
農
業
者
、
自
営
業
者
、

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
等
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
（
又
は
第
３
号
被
保
険
者
）へ

の
切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
初
山
別
村
役
場
健
康
福

祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
令
和
７
年
度
の
保
険
料
率
改
定
に

つ
い
て

　
令
和
７
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
率
は
、　

坩　
％
（
プ

１０

３１

ラ
ス
０
坩
１
％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保

険
料
率
は
１
坩　
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
坩

５９

　
％
）
と
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
健

０１康
づ
く
り
や
医
療
の
か
か
り
方
が
将

来
的
な
北
海
道
の
医
療
費
上
昇
、
保

険
料
率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
北
海
道
支
部

　
参
０
１
１
倆
７
２
６
倆
０
３
５
２

　
（
代
表
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の
ご

案
内
　
ご
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
は
、

法
務
局
で
安
全
・
確
実
に
保
管
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
法
務
局
に
預
け

て
お
け
ば
、
紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
、
本
人
が
死
亡
し
た
場

合
、
ご
遺
族
に
通
知
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
書
の
内
容
を

証
明
書
と
し
て
取
得
し
、
相
続
登
記

手
続
や
金
融
機
関
で
の
各
種
手
続
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遺
言

書
の
作
成
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ

利
用
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
は
予
約
制
で
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

　
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

　
参
０
１
６
４
倆
４
２
倆
０
４
９
２

　
（
直
通
）

※
窓
口
対
応
時
間
　
平
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
年
末
年

始
・
祝
日
を
除
く
）

防災ひと口メモ　～融雪期の災害に注意しましょう～

旭川地方気象台からのお知らせ

　日増しに暖かくなってきましたが、山間部や川の上流部にはまだ多くの雪が残ってい

ます。４月は気温の上昇や降雨によって雪どけが急速に進むため、河川では増水や氾濫、

山間部ではなだれや土砂災害が起こりやすい時期です。

　雪どけは大きな災害に繋がるおそれがあります。最新の防災気

象情報を確認し、増水した河川や雪の多い急な斜面には近づかな

いことを心掛けて、融雪期の災害から身を守りましょう。

お問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166－32－7102）

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

旭
川
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　令和７年３月２５日（火）から旭川地方気象台の天気に関する

お問い合わせの電話番号が次のとおり変更になりました。

２４時間利用可能

緯０１１－６７６－５０２５　（自動音声案内）



姥

金木水火月総合診療医による診療

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

毎日●●●●●要担当医
内　　科

総
合
診
療
医

毎日●●●●●●●不要当番医

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医外　　科

毎日（処置・注射のない方）●●●●●要担当医
整形外科

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医

＊急なケガなどの緊急の場合は上記診療日以外でも御相談ください

金木水火月専門診療（出張医師等）

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

８日・２２日●要佐々尾医師消化器内科

専
　
　
　
門
　
　
　
外
　
　
　
来

※当面の間、休診となります。
現在予約のある方は常勤医
が代診します。

要重原医師呼吸器内科

２８日●要高橋医師循環器内科

２９日●推奨木村医師総合診療科

毎週月曜日●要佐々尾医師フレイル外来

７日・１４日・２８日●
推奨穴口医師

整形外科

１日・８日・１５日・２９日●

１６日・３０日●●推奨覺田医師

２日・９日・１６日・２３日・３０日●●推奨八島医師

１２日●推奨引野医師

１３日・２７日●要渡部医師

井上医師診療日以外●●●●●●●不要高橋医師
小 児 科

１２日・２６日●●不要井上医師

毎週火曜日●要旭川医大医師眼　　科

毎週火曜日●●不要金野医師婦 人 科

奇数週水曜日●要札幌医大医師耳鼻咽喉科

毎週木曜日●推奨札幌医大医師泌尿器科

毎週金曜日●不要札幌医大医師皮 膚 科

＊受付時間　午前：８時～１１時（泌尿器科のみ１０時３０分まで）

　　　　　　午後：１３時３０分～１５時（小児科 髙橋医師のみ　午後：15時00分～16時00分）

＊人間ドック・健診等

　検査内容等に応じて曜日が異なります。ご希望の方はお気軽に病院までお問い合わせください。

＊病院の診療に関する最新の情報は、病院ホームーページや公式ＳＮＳより案内しております。

　ぜひフォローをお願いいたします！

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

令和７年５月外来診療体制

【
Ｘ
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　初山別村民憲章　　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。
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交通事故死ゼロの交通事故死ゼロの日日
～令和７年３月３１日現在～

思いやり運転を

心がけましょう

ひ と の うごひ と の うご きき
～令和７年３月３１日現在～

人口　　983人（△１８）

世帯　493 世帯（△６）

煙男　　488人（△７）

煙女　　495人（△１１）

（　　）は前月比

● 今月の主な行事予定 ●
（４／１１～５／１４）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（４月号）
破砕ごみ（初山別・千代田）

１１晶

４

月

１２松

１３掌

１４捷

１５昇

ほしっこくらぶ１６昌

予防接種１７昭

破砕ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）１８晶

１９松

２０掌

２１捷

２２昇

２３昌

子宮・乳がん検診２４昭

広報配布（お知らせ版）
乳がん検診

２５晶

２６松

２７掌

２８捷

昭和の日２９昇

３０昌

予防接種１昭

５

月

２晶

３松

４掌

憲法記念日５捷

みどりの日６昇

こどもの日７昌

みどりの日（振替休日）８昭

破砕ごみ（初山別・千代田）９晶

１０松

１１掌

１２捷

１３昇

広報しょさんべつ配布（５月号）
乳幼児健診

１４昌

3626
日目

　るもい農協女性部より、来年度小学

校に入学する新１年生へ文房具などの

記念品をご寄贈していただきました。

（３月１２日）

るもい農協女性部 記念品寄贈

 詳細については、役場企画振興室企

画振興係までお問い合わせ願います。

〈初山別村ホームページＵＲＬ〉

　https://www.vill.shosanbetsu.lg.jp

〈連絡先〉初山別村企画振興室企画振興係

　電話：０１６４－６７－２２１１

 お誕生 

３／２４　鷲見よつ葉（初山別）
（父：空我　母：桃子）

 転　入 

３／２１　榎本　麗琉（初山別）

３／２６　井深　結南（初山別）

 おくやみ 

３／２１　仁木セツ子

　　　　　　　７８歳（有　明）


